
Eunoia はこのたび、ギャラリースペースにて張平成による個展「�, �」を開催いたします。本展では、近年継続して取り組んでいる異
形キャンバスのシリーズを中心に、新作を発表いたします。

張平成はこれまで、土や海水といった自然の要素を直接画面に取り込み、ときには作品を屋外へ設置することで、落ち葉や砂など環境
そのものを絵画生成の一部として受け入れてきました。こうした制作は、人間中心的な視点から距離を置き、社会的な時間とは異なる
時間軸のなかで絵画を捉えようとする試みであり、作家自身もその要素の一つとして絵画と関わり続けています。

制作において張は、キャンバスを水平に置き、絵具やその他さまざまな素材を幾重にも重ねていきます。その層は画面上だけでなく、
展示時には見ることのできない裏面や側面にまで及びます。見えない場所へと向けられるその行為は、目に見えるものだけでは捉えき
れない世界への関心を示すものであり、張の絵画に通底する重要な姿勢でもあります。

張の制作には、日々の散歩や自然との接触が欠かせません。山の風景、土の匂い、海風、雨音といった感覚的な経験は、直接的なイン
スピレーションとして作品に取り込まれます。そうした自然との出会いのなかで生まれた感情や情景は、時間をかけてキャンバスへと
描き留められていきます。張が自然の時間、地球の時間軸で何かを感じ、また � 人の人間として生きる中で確かに記されていく線や点
は我々に静かに語りかけてくれます。

また作品には、ときおり瓦屋根や船といったモチーフが現れます。それらは作家の故郷である中国・無錫市の湖畔の風景を想起させる
ものであり、単なる郷愁ではなく、自身の記憶や感情の深層に結びついた存在として描かれています。自然との関係性を探求する張の
実践は、同時に個人的な記憶や経験を見つめ直す行為でもあります。

本展タイトル「�, �」は、張の大学時代の恩師である登山博文さんによる個展「�, �」へのオマージュとして名付けられました。学生時
代、張は登山さんから絵画の技法のみならず、絵画と向き合う姿勢そのものについて大きな影響を受けたと語っています。

「先生は私に、絵画の技法だけでなく、絵画に向き合う姿勢そのものを教えてくださいました。絵画とは、ひとつのイメージを完成さ
せることだけではなく、色彩とは何か、空間とは何か、作品と作品のあいだに何が生まれるのか、そして人と人のあいだにある目に見
えない距離をどのように感じ取るのか、そうした問いを持ち続けることなのだと、先生の姿から学びました。」

絵画を固定されたイメージではなく、問い続けるための場として捉える姿勢は、現在の張の実践にも深く息づいています。「�, �」は、
一人の作家が自然、記憶、そして人生そのものと向き合いながら積み重ねてきた思考と時間の軌跡を示す展覧会となるでしょう。
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会期：� 月 �� 日(土)‒� 月 � 日(土)
 
レセプションパーティ：� 月 �� 日(土)(�� 時‒�� 時）

会場：Eunoia ギャラリースペース
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張平成は ���� 年、中華人民共和国江蘇省無錫市に生まれる。���� 年に名古屋造形大学造形学部洋画コースを卒業後、���� 年多摩美
術大学博士前期 ( 修士課程 ) 油画専攻を修了。無錫市は太湖という東京都 �� 区ほどの面積の湖があり、江南形式のいわゆる水上庭園が
広がっている。そこに佇む瓦、そして広大な湖を見て育った張はたびたび瓦や水にまつわるモチーフを絵画に残している。近年の作品
では身の回りの日常に溢れる風景や心情の変化をキャンバスに書き留めるように絵画を制作している。そのスタイルはキャンバスをい
くつもスタジオにおきながらまるでそれらを日々育てるようにして少しずつ線を足したりモチーフを付け足して作品に仕上げていく。
また単に一般的な画材と支持体を用いるのではなく、海水や土など自然的な要素を作品に取り入れ現実に存在したモチーフを記憶の断
片を残すように絵画を構成していく。瓦や小さな船のようなモチーフ、張の故郷の様子が伺える作品は哀愁のような雰囲気を漂わせて
いる。直近のシリーズでは絵画の面にとどまらず、キャンバスの切れ端や他の布を使って絵画を構成する一つのモチーフを作っている。
作品によっては裏側まで絵の具を施しているものもあり、絵画とはなんなのか、という普遍的テーマにも挑戦している。近年の主な活
動に個展「 海岸の枝 」(See Saw gallery＋hibit、����)、個展「 ほとりを歩く 」 (second�.、���� 年 ) など。
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